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潟上市市章

潟上市冬のイベント『第１回潟上市凧あげ大会』が開かれ、

子どもたちが自作の凧を手に、悪天候の中でも元気に参加し

ました。

子どもたちの凧が空高く上がった時、観衆から大きな拍手

と歓声があがり、夢中になって凧あげに挑戦していました。

昭和愛馬会による「馬車体験」コーナーには、多くの家族

が参加し、大変人気となりました。（詳細は10ページに掲載）
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お問い合わせは…道の駅てんのう（�878－6588）
潟上市都市整備課（�855－5119）

元木山公園
緑と健康のシンボル「元木山公園」は、八
郎湖を眺望できる風光明媚な公園として、市
民から親しまれています。
公園の広さは19.5ヘクタールで、公園内に
は野球場や陸上競技場があり、スポーツも楽
しめる公園としても有名で、休日には多くの
市民が心地よい汗を流しています。
このほか、民俗資料や歴史資料などを展示
した「昭和歴史民俗資料館」、八郎潟の漁法
や風俗を知ることができる「八郎潟漁撈用具
収蔵庫」には、国の重要有形民俗文化財の指
定を受けた貴重な資料の数々が収蔵されてい
ます。
園内には広々とした散策路が設けられ、年
間を通して散歩やウォーキングを楽しむこと
ができます。

農産物直売所
３月15日（水）にオープン！
「道の駅てんのう（天王グリーンランド）」内
の農産物直売所が、３月15日(水)にオープンし
ます。今年も地場産の新鮮な野菜や加工品を販
売しますので、市民多数のご来場をお待ちして
います。
オープン期間 ３月15日（水）～12月中旬
開 店 時 間 ９時～16時頃まで
休　業　日 毎月第２・４月曜日

（６月～12月は無休）
お問い合わせは…JA秋田みなみ天王支所

（�878－2441）

太
陽
の
陽
射
し
が
暖
か
く
、
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
公
園
や
街
角

で
は
木
々
が
芽
吹
き
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
鳥
た
ち
も
楽
し
げ
に
飛
び
交
う
光
景
が

見
ら
れ
ま
す
。

今
春
も
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、
ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
あ
き
た
で

は
春
の
花
々
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
梅
の
里
で
は
梅
の
木
々
が
芽
吹
き
始
め

て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
春
の
訪
れ
を
体
感
し
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
づ
く

り
に
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「天王グリーンランド」利用案内
○有料施設
「天王スカイタワー」（通年営業）
・個　人　大人（大学・高校生含む） ４００円

小・中学生 ２００円
・団　体（20名以上から）

大人（大学・高校生含む） ３５０円
小・中学生 １５０円

「天王伝承館」大人、子供 １００円
○無料施設
「天王郷土館」「歴史の広場」
「遊びの広場」「ピクニック広場」

伝承館「八坂の館」

夢と神話の里『天王グリーンランド』
４月１日（土）に開園します
鞍掛沼公園「天王グリーンランド」が、４月１日（土）に
開園します。
広さ約19.8ヘクタールを誇る園内には、天王スカイタワ
ーをはじめ、東湖八坂神社祭・統人行事を紹介する天王伝
承館『八坂の館』や天王郷土館『神話の館』があり、歴史
の広場『スサノオの村』では古代集落を見学できます。
また、四季折々の花を楽しむ「花の神殿」、ピクニック広
場や遊びの広場は子どもたちに人気があります。緑豊かな
自然に包まれた園内は、心身のリフレッシュに最適です。

�
水
と
緑
を
基
調
と
し
た
公
園
「
天
王
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
」

�
新
鮮
な
野
菜
が
大
人
気

「
農
産
物
直
売
所
」

�
広
々
と
し
た
陸
上
競
技
場

�
昭
和
歴
史
民
俗
資
料
館
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行政改革推進委員会を設置
市民の声を行政改革に反映

２月27日　第１回潟上市行政改革推進委員会が、潟

上市役所天王庁舎を会場に行われました。

行政改革推進委員会は、現在策定中の「潟上市行政

改革大綱及び実施計画」に市民の広範な意見を反映さ

せるため、市内の企業・団体の代表者など12人の方が

委員として委嘱され、委員長には石黒俊郎氏が選出さ

れました。

行政改革大綱は、柔軟で活力ある行政システムの構

築を図るため、広く市民の理解と協力を得ながら、基

本的な方向性や推進事項を明らかにするもので、「民間

に開かれた市政の推進」「簡素で効率的な行政運営の確

立」など４本柱を重点テーマとしています。

委員会では、今年度中に再度開催し、潟上市行政改

革大綱を検討していきます。

旧天王町・旧昭和町・旧飯田川町の３町

が合併し、「潟上市」が誕生してから１周年

を迎えます。潟上市の限りない発展を誓い

合うため『潟上市合併記念式典』を３月21

日（火）13時30分から、天王総合体育館で挙

行します。

式典では合併功労者表彰、公募していた

市民歌と市民憲章、市の花・木・鳥の発表

が行われます。

３月21日
潟上市合併記念式典を挙行

金山親水公園（大堤）
飯田川地区の国道沿いにある「金山親水公園」は、毎年、多くの
白鳥が飛来するスポットとして有名です。今年も、白鳥が水面を優
雅に泳ぎ、微笑ましい光景が見られ、市民の心を和ませています。

いこいの森「梅の里」
「梅の里」には、ナニワやニュー
八助、豊後など多種の梅の木約
500本が植栽され、毎年、春にな
ると梅の甘い香りとともに一斉に
花を咲かせます。
園内には、サツキやシャクヤク、
奈良県明日香村から寄贈された彼
岸花（マンジュシャゲ）など、四季
折々の花を楽しむことができます。
丘陵の高台に建つ東屋からは、

遠くに男鹿の山々や夕日に輝く八
郎湖が一望でき、豊かな田園風景
が広がります。

ブルーメッセあきた
「スプリングフラワーフェア」を開催します
ブルーメッセあきたでは、３月18日（土）～21日（火）まで
の期間、「スプリングフラワーフェア」を開催します。
施設内はすべて春の花に変わり、観賞温室ではチューリップや
プリムラなどの花々が可憐に咲いています。
市民みなさんのご来場をお待ちしています。

「ミニ洋らん展」を同時開催
３月18日（土）・19日（日）には、「ミニ洋らん展」を同時開催しま
す。アグリプラザ昭和洋らん会のみなさんが、丹精込めて大切に
育てた洋らんを展示します。
展示会場は観賞温室Ａです。お気軽にご鑑賞ください。（当日
は蘭の販売はありません）
お問い合わせは…ブルーメッセあきた（�855－5041）

�
梅
の
花
が
咲
き
誇
る
「
梅
の
里
」

▲白鳥とふれあうことができる
金山親水公園（大堤）

�
様
々
な
洋
ら
ん
が
楽
し
め
る

「
洋
ら
ん
展
示
会
」
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第
１
回
潟
上
市
卓
球
大
会

主
　
催

潟
上
市
卓
球
協
会

会
　
場

潟
上
市
昭
和
体
育
館

（
２
月
26
日
）

〈
一
般
団
体
の
部
〉

優
　
勝

宮
の
後

準
優
勝

船
　
橋

第
３
位

野
　
村

第
３
位

上
江
川
Ｂ

〈
50
歳
以
上
男
女
の
部
〉

優
　
勝

菅
原
　
　
實
（
昭
　
和
）

準
優
勝

菅
原
　
金
治
（
昭
　
和
）

第
３
位

菅
原
マ
ツ
子
（
昭
　
和
）

〈
一
般
個
人
男
子
の
部
〉

優
　
勝

山
崎
　
陽
介
（
昭
　
和
）

準
優
勝

小
玉
　
芳
春
（
昭
　
和
）

第
３
位

菅
原
　
裕
也
（
昭
　
和
）

第
３
位

草
薙
　
陽
介
（
昭
　
和
）

〈
一
般
個
人
女
子
の
部
〉

優
　
勝

鎌
田
　
未
来
（
天
　
王
）

準
優
勝

栗
田
知
恵
美
（
天
　
王
）

第
３
位

渡
辺
　
智
美
（
飯
田
川
）

第
３
位

佐
々
木
涼
子
（
昭
　
和
）

〈
中
学
生
男
子
の
部
〉

優
　
勝

安
東
　
恵
太
（
天
王
中
）

準
優
勝

佐
藤
　
健
太
（
天
王
中
）

第
３
位

三
浦
　
利
樹
（
天
王
中
）

第
３
位

三
浦
　
修
平
（
天
王
中
）

〈
中
学
生
女
子
の
部
〉

優
　
勝

澤
木
　
悠
菜
（
羽
城
中
）

準
優
勝

小
玉
沙
綾
菜
（
羽
城
中
）

第
３
位

菅
原
　
香
菜
（
羽
城
中
）

第
３
位

堀
井
　
綺
華
（
羽
城
中
）

〈
小
学
生
男
子
の
部
〉

優
　
勝

澤
田
　
雄
也
（
大
久
保
小
）

準
優
勝

小
玉
　
大
成
（
飯
田
川
小
）

〈
小
学
生
女
子
の
部
〉

優
　
勝

横
谷
真
莉
衣
（
大
久
保
小
）

準
優
勝

川
喜
田
真
優
（
大
久
保
小
）

第
３
位

斉
藤
　
知
佳
（
大
久
保
小
）

第
３
位

大
塚
　
衣
都
（
大
久
保
小
）

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
功
労
賞
】

▽
田
中
京
子
（
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
）
▽
糸
井
秋
次
（
市
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）
▽
加
藤
武
志

（
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

▽
谷
貝
忠
雄
（
市
テ
ニ
ス
協
会
）

【
特
別
賞
】

▽
菊
地
�
之
助
（
元
・
市
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
）

【
優
秀
指
導
者
賞
】

▽
菅
原
俊
彦
（
野
球
・
羽
城
中
）

▽
菅
原
天
城
（
同
・
羽
城
中
）
▽

澤
畑
誠
（
綱
引
・
市
綱
引
協
会
）

【
栄
光
賞
（
個
人
）】

▽
小
野
昭
一
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
）
▽
秋
本
直
樹
（
レ
ス
リ
ン

グ
・
日
本
大
学
）
▽
門
間
梢
恵

（
剣
道
・
秋
田
高
専
）
▽
藤
原
保

（
柔
道
・
秋
田
商
高
）
▽
三
浦
和

也
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
秋
田
商
高
）

▽
冨
樫
一
輝
（
同
・
秋
田
経
法
大

附
高
）
▽
小
柳
力
也
（
同
・
秋
田

商
高
）
▽
秋
本
孝
光
（
同
・
秋
田

経
法
大
附
高
）
▽
川
上
茂
裕

（
同
・
秋
田
経
法
大
附
高
）
▽
佐

藤
光
大
（
同
・
秋
田
商
高
）
▽
保

坂
真
衣
子
（
陸
上
・
秋
田
和
洋
高
）

▽
鈴
木
千
里
（
同
・
秋
田
和
洋
高
）

▽
菅
原
隆
介
（
柔
道
・
天
王
南
中
）

▽
高
橋
恵
（
同
・
天
王
南
中
）
▽

関
谷
世
奈
（
陸
上
・
羽
城
中
）
▽

櫻
庭
翔
（
柔
道
・
東
海
大
相
模
中
）

▽
菅
生
優
美
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

天
王
南
中
）
▽
佐
藤
亜
子
（
レ
ス

リ
ン
グ
・
羽
城
中
）
▽
照
井
真
人

（
水
泳
・
羽
城
中
）
▽
三
浦
ち
あ

き
（
剣
道
・
市
剣
道
連
盟
）
▽
工

藤
誠
（
同
・
市
剣
道
連
盟
）

【
栄
光
賞
（
団
体
）】

▽
潟
上
市
柔
道
連
盟
▽
羽
城
中
学

校
野
球
部
▽
潟
上
市
綱
引
協
会
▽

新
撰
組
▽
県
ラ
グ
ビ
ー
成
年
男
子

（
加
藤
光
仁
、
佐
々
木
信
也
、
川

上
淳
）
▽
秋
田
経
法
大
附
高
レ
ス

リ
ン
グ
部
（
伊
藤
臣
）
▽
秋
田
工

業
高
ラ
グ
ビ
ー
部
（
保
坂
龍
美
、

石
澤
和
希
、
石
川
貴
一
、
鎌
田
陽

介
、
菅
原
久
範
）
▽
秋
田
商
高
野

球
部
（
田
口
嘉
秀
、
佐
藤
洋
）
▽

山
形
水
球
ク
ラ
ブ
（
遊
佐
千
尋
）

▽
秋
田
経
法
大
附
高
野
球
部
（
菊

地
正
毅
、
菅
原
弘
尭
）
▽
県
相
撲

成
年
Ｂ
（
鈴
木
康
記
）
▽
秋
田
高

剣
道
部
（
小
林
瑞
貴
）
▽
秋
田
北

高
剣
道
部
（
三
浦
知
夏
）

【
奨
励
賞
（
個
人
）】

▽
小
野
榮
（
陸
上
・
市
陸
上
競
技

協
会
）
▽
嶋
崎
恭
子
（
同
・
追
分

小
）
▽
安
田
大
夢
（
剣
道
・
追
分

剣
道
ス
ポ
少
）
▽
菅
原
陽
南
（
柔

道
・
大
久
保
小
）
▽
菅
原
ひ
か
り

（
レ
ス
リ
ン
グ
・
昭
和
レ
ス
リ
ン

グ
ス
ポ
少
）
▽
小
林
優
紀
（
同
・

昭
和
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
菅

原
躍
（
同
・
昭
和
レ
ス
リ
ン
グ
ス

ポ
少
）
▽
近
藤
龍
太
（
同
・
昭
和

レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
小
松
偉

輝
（
同
・
昭
和
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ

少
）
▽
菅
原
活
子
（
同
・
昭
和
レ

ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
小
林
翔
太

（
同
・
昭
和
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）

▽
佐
々
木
な
つ
み
（
同
・
飯
田
川

レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
佐
藤
大

樹
（
同
・
飯
田
川
レ
ス
リ
ン
グ
ス

ポ
少
）
▽
石
井
あ
す
か
（
同
・
飯

田
川
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
伊

藤
百
花
（
同
・
飯
田
川
レ
ス
リ
ン

グ
ス
ポ
少
）
▽
工
藤
彩
（
同
・
飯

田
川
レ
ス
リ
ン
グ
ス
ポ
少
）
▽
田

代
頌
介
（
同
・
勲
武
館
レ
ス
リ
ン

グ
道
場
）
▽
牧
野
竜
大
（
同
・
勲

武
館
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
）
▽
成
田

竜
也
（
同
・
勲
武
館
レ
ス
リ
ン
グ

道
場
）
▽
保
坂
俊
（
同
・
勲
武
館

レ
ス
リ
ン
グ
道
場
）
▽
�
山
奈
々

（
同
・
勲
武
館
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
）

▽
菅
原
緋
里
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

東
湖
小
）
▽
川
本
美
優
（
同
・
東

湖
小
）
▽
菅
生
愛
也
（
同
・
出
戸

小
）
▽
桧
山
大
晟
（
剣
道
・
天
王

剣
道
ス
ポ
少
）
▽
菅
原
美
優
（
柔

道
・
天
王
柔
道
ス
ポ
少
）
▽
三
浦

静
也
（
空
手
道
・
豊
川
小
）
▽
南

都
陸
央
（
同
・
豊
川
小
）
▽
舛
屋

峻
（
少
林
寺
拳
法
・
天
王
少
林
寺

拳
法
ス
ポ
少
）
▽
川
島
託
（
同
・

天
王
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
少
）
▽
澤

藤
竣
介
（
同
・
天
王
少
林
寺
拳
法

ス
ポ
少
）
▽
櫻
庭
孝
徳
（
同
・
天

王
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
少
）

【
奨
励
賞
（
団
体
）】

▽
天
王
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ズ
野
球
ス

ポ
少
▽
天
王
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
少
▽

出
戸
剣
道
ス
ポ
少
▽
タ
テ
オ
カ
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
（
羽
城
中
）

4

２
月
25
日
、
潟
上
市
体
育
協
会
（
会
長
　
鈴
木
斌
次
郎
）
に
よ
る

「
平
成
17
年
度
潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
、
潟
上
市
飯
田
川
公

民
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
育
成
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
賞
や
特
別
賞
、
ま
た
全
国
・
東
北
大
会
な
ど

で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
栄
光
賞
・
優
秀
指
導
者
賞
、
奨
励
賞
な
ど

総
勢
191
人
の
活
躍
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

捉



農業委員会から

ス
ポ
少
の
思
い
出
を
胸
に

次
な
る
舞
台
へ

潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
本
部

長
　
鈴
木
久
米
雄
）
が
主
催
す
る

「
平
成
十
七
年
度
潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
修
了
式
」
が
、
三
月
三
日
、

潟
上
市
天
王
総
合
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
ス
ポ
少
四
十
団

体
に
登
録
し
て
い
る
小
学
六
年
生
を

は
じ
め
、
各
指
導
者
や
保
護
者
な
ど

大
勢
が
参
加
。
は
じ
め
に
各
団
の
指

導
者
や
保
護
者
が
団
員
を
点
呼
し
、

鈴
木
本
部
長
か
ら
修
了
証
書
が
各
代

表
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
本
部
長
は
「
み
な
さ
ん
は
潟

上
市
ス
ポ
少
の
第
一
期
生
に
な
る
。

中
学
校
で
も
心
身
と
も
健
全
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
心
を
持
ち
続
け
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
来

賓
祝
辞
の
後
、
卒
団
員
六
人
が
ス
ポ

少
で
の
思
い
出
を
発
表
し
、
子
ど
も

た
ち
は
夢
と
希
望
に
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

潟
上
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
修
了
式

潟
上
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
農
作
業
賃
金
協
定
表
（
標
準
額
）

を
取
り
決
め
ま
し
た
。

こ
の
協
定
表
の
金
額
は
、
１
日
（
８
時
間
）
労
働
を
基
準
と
し
、
標
準
額
を
示

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
賃
金
の
最
高
・
最
低
を
示
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
地
域
の
労
働
慣
行
等
実
情
に
よ
り
取
り
決
め
く
だ
さ
い
。
表
以
外
の
作
業

に
つ
い
て
は
、
双
方
話
し
合
い
の
う
え
で
、
料
金
を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
を
忘
れ
ず
に
、

作
業
事
故
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
農
業
委
員
会
（
�
８
５
５
ー
５
１
２
２
）
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〈春　作　業〉
種別 作　業　名

一　般　作　業

一　般　作　業

軽　作　業

脱　　　　穀

籾　　　　摺
精　　　　米

刈　取　り

乾　燥

稲　刈

バインダー

コンバイン

未整理田
運搬のみ

全 乾 燥
補助乾燥

男
女
１日
10ａ
10ａ
１箱
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
１ｍ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

男
女

10ａ

10ａ
10ａ
10ａ

60kg
60kg

１日

10ａ

10ａ

10ａ

7,000円
6,000円
5,000円
1,000円
1,500円
600円

4,500円
5,000円
5,300円
4,500円
5,000円
5,300円
5,000円
6,000円
6,000円
30円

1,500円
2,000円
2,000円
2,000円
3,000円
2,500円
4,500円

7,000円
6,000円

9,000円

20％増
2,000円
8,000円
9,000円
4,500円
600円
600円

花き作業・その他の軽作業

１人作業（背負動噴・動力噴霧器）
１箱あたり（防除含む）
30ａ区画以上の田及び基盤整備田
10ａ～20ａ区画の田

30ａ区画以上の田及び基盤整備田
10ａ～20ａ区画の田

苗持ちの場合は、600円×箱数をプラス

縦４本・横２本

１回
１回

水田作業・果樹作業・雑作業

水田作業・果樹作業・雑作業

花き作業・その他の軽作業

バインダー及び手刈り
コンバイン刈取りの場合は、各JA価格にて

刈放しひも付き

刈取り～乾燥
刈取り　12,000円
運　搬　12,000円
乾　燥　19,000円

軽　作　業

苗　　　　代

耕 　 起

代 か き

田 植 え

中耕培土
乗用管理機
歩行管理機

畦 畔 機
溝　切　り
耕　　　起
整　　　地

播　　　種
整地播種セット

薬剤散布
長　管
短　管

整理田
整理田
未整理田
整理田
整理田
未整理田
苗なし
（未整理）
側条植
畦ぬり

単　位 金　　額 摘　　　　　要

〈秋　作　業〉
種別 作　業　名 単　位 金　　額 摘　　　　　要

人
力
作
業

人
力
作
業

機
　
械
　
作
　
業

大
豆

機
　
械
　
作
　
業

大
　
豆

5,000円

23,000円

6,000円

▲次代を担う多くの子どもたちが卒団



男鹿地区消防署・湖東地区消防署から
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な
ぜ
義
務
化
に
な
っ
た
の
？

平
成
十
六
年
度
の
「
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
」
は
、
建
物
火
災

に
よ
る
死
者
数
の
約
九
割
に
及
び
、

半
数
以
上
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
数
の
約
七
割
が
逃
げ
遅
れ
に

よ
る
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

二
十
一
年
間
で
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
数
は
約
半
分
に
ま
で
減
っ
て

い
ま
す
。

警
報
器
に
は

ど
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
機
に
は
、「
天
井
取

り
付
け
式
」
と
「
壁
取
り
付
け
式
」
が

あ
る
ほ
か
、「
電
池
を
使
う
タ
イ
プ
」
と

「
家
庭
用
電
源
（
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
）
を
使

う
タ
イ
プ
」、
単
独
型
や
連
動
型
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

設
置
場
所
や
取
り
付
け
位
置
は
？

●
設
置
場
所
は
・
・
・

①
普
段
、
寝
室
に
使
っ
て
い
る
部
屋
の

天
井
ま
た
は
壁
に
設
置
し
ま
す
。

②
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
天
井
ま
た

は
壁
に
設
置
し
ま
す
。（
一
階
等
の
容

易
に
避
難
で
き
る
階
の
階
段
は
除
く
）

③
三
階
建
て
以
上
の
場
合
は
、
①
と
②

に
加
え
、
寝
室
が
あ
る
階
か
ら
二
つ

下
の
階
の
階
段
天
井
（
壁
）
に
設
置

し
ま
す
。

④
上
記
ま
で
で
、
警
報
器
を
設
置
す
る

必
要
が
な
か
っ
た
階
で
も
、
居
室

（
床
面
積
七
�
以
上
）
が
五
つ
以
上
あ

る
階
の
廊
下
ま
た
は
階
段
の
天
井

（
壁
）
に
設
置
し
ま
す
。

●
取
り
つ
け
位
置
は
・
・
・

①
天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、
壁
や

梁
（
は
り
）
か
ら
六
〇
cm
以
上
離
し

て
設
置
し
ま
す
。

②
壁
に
取
り
つ
け
る
場
合
は
、
天
井
か
ら

一
五
〜
五
〇
cm
以
内
に
設
置
し
ま
す
。

③
エ
ア
コ
ン
等
が
あ
る
場
合
は
、
吹
き

出
し
口
か
ら
一
・
五
ｍ
以
上
離
し
て

設
置
し
ま
す
。

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
！
】

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
義
務
化
に

と
も
な
い
、
不
適
正
な
価
格
に
よ
る

販
売
を
行
う
業
者
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。（
火
災
警
報
器
は
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
で
す
）

国
の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
は
購
入
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー
ク
」
が
つ
い

て
い
ま
す
。
製
品
を
購
入
す
る
際
の

目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

男
鹿
地
区
消
防
本
部
・
消
防
署

（
�
０
１
８
５
ー
２
３
ー
３
１
３
９
）

湖
東
地
区
消
防
本
部
・
消
防
署

（
�
０
１
８
ー
８
７
４
ー
２
４
２
０
）

住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会

（
�
０
１
２
０
ー
５
６
５
ー
９
１
１
）

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

消
防
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
一
般
住
宅
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
既
存
住
宅

は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災
の
煙
等
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や
音
声
で
火

災
の
発
生
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。
大
切
な
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
義
務
化

を
待
た
ず
、
住
宅
用
火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

建物火災による建物火災による 
死者数死者数1,2041,204人 
建物火災による 
死者数1,204人 

住宅以外の建物火災 
による死者数 
163人（13.5％） 

住宅火災よる死者数 
1,041人（86.5％） 

住宅火災による住宅火災による 
死者数等死者数等1,0411,041人 
住宅火災による 
死者数等1,041人 

着衣着火 
56人（5.4％） 

出火後再進入 
25人（2.4％） 

その他 
248人（23.8％） 逃げ遅れ 

712人（68.4％） 

『住宅火災による死者
数』は、建物火災によ
る死者数の約９割に及
びます

『住宅火災による死
者』の約7割が逃げ
遅れによるものです

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置
が

義
務
付
け
に
な
り
ま
す

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置
が

義
務
付
け
に
な
り
ま
す

［平成16年度版消防白書から］
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潟上市では、「昭和地区食生活改善推進員」を次の要領で募
集します。
食生活や健康について関心がある方､栄養について学んでみ

たい方は､ふるってご応募ください。

昭和地区
食生活改善推進員を

募集します

【食生活改善推進員とは】
｢私たちの健康は私たちの手で｣を合言葉

に、「ヘルスメイト」の愛称でボランティア

活動を行なっている食生活改善推進員は､全

国で23万人が活動しています。

潟上市でもこれまで180人あまりの方が活

躍されています。

わが家の食卓を見直すことから出発した活

動は､秋田県の課題である減塩運動に取り組

むなど、食生活に係る生活習慣病予防の大き

な推進力になっています。

＜募　集　要　領＞

①昭和地区に住んでいる30歳～70歳くらいまでの女性

②年間4～5回の学習会及び調理実習に参加できる方

③学習した内容や料理などを地域のみなさんに広めてくださる方

④募集人員　40人程度

申込み期限は、3月31日（金）までです。

お問い合わせは…潟上市健康課（�855－5115）

国民年金マスコット
ハッピーちゃん

国民年金の保険料額が
改正されます

平成18年４月から平成19年３月までの国民年金保

険料は月280円引き上げられ、月額13,860円となりま

す。国民年金保険料は、平成29年度まで毎年度月額

280円引き上げられ、最終的に月額16,900円となる予

定です。これは、年金を支える力と給付のバランスを

とるためのものです。

なお、基礎年金額の３分の１（将来的には２分の１）

は国庫負担です。

今後も保険料の改定が予定されていますが、国庫負

担があることで、若者であっても平均では納付した額

の1.7倍以上の年金が受け取れる計算となっています。

＜社会保険庁ホームページをご利用ください＞
http://www.sia.go.jp/

社会保険庁ホームページでは、年金Ｑ＆Ａのほか、
年金見込額の試算ができる「年金に関するご相談」コ
ーナーをはじめ、健康保険などの医療保険制度に関す
る情報も満載です。

障害基礎年金と老齢厚生年金等を
併せて受給できるようになります
障害をお持ちになりながら働いたことが評価される

仕組みとして、平成18年度から65歳以上の方は、障
害基礎年金と老齢厚生年金、障害基礎年金と遺族厚生
年金の組み合わせについて併せて受給（併給）するこ
とができるようになります。
なお、併給を申請される場合は、「選択申出書」を提

出していただく必要がありますので、最寄りの社会保
険事務所へお問い合わせください。

秋田社会保険事務局年金課(�883－1670）

�
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
学
習
会
（
昭
和
地
区
）



市では、次により臨時職員（保健師）を募集します。
応募資格�保健師
募集人数�１人
勤務場所�潟上市役所昭和庁舎・健康課
勤務内容�保健業務
勤務時間�８時30分～16時15分
任用期間�平成18年４月１日から平成19年３月31日
賃　　金�１日７時間勤務（8,400円　１時間　1,200円）
保　　険�社会保険・雇用保険
応募資格�昭和26年以降に生まれた方（55歳以下）
申込期限�３月24日（金）まで履歴書を健康課に提出して

ください。
お申込み・お問い合わせは…

〒018-1401 潟上市昭和大久保字堤の上1-3
潟上市役所昭和庁舎・健康課（�855－5115）

潟上市教育委員会では、次により臨時職員を募集します。
募集人員�１人　
勤務場所�天王Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
勤務内容�受付・施設の管理
勤務時間�９時～17時（うち休憩時間１時間）

火曜日～木曜日・土曜日、週４日（１日７時間）勤務
任用期間�平成18年４月１日～平成19年３月31日
応募資格�昭和16年以降に生まれた方（65歳以下）
賃　　金�時間給６５０円
申込期限�３月20日（月）10時までに履歴書（写真貼付）

を総務学事課へ提出してください。
お問い合わせは…

〒018－1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会・総務学事課（�877－7803）

潟上市社会福祉協議会では、次により飯田川老人いこいの
家管理人を募集します。
募集人員�１人
勤務場所�飯田川老人いこいの家
勤務内容�いこいの家内外の清掃・管理
勤務時間�８時30分～17時30分、週３日勤務（月・水・金）
応募資格�潟上市在住で55歳～60歳の方、自動車普通免

許保持者
申込期限�３月22日（水）まで履歴書を社会福祉協議会へ

提出してください。
お問い合わせは…

〒018－1503 潟上市飯田川和田妹川字千刈8－2
潟上市社会福祉協議会（�877－2677）
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高齢福祉課……………………… 855-5113

健康課…………………………… 855-5115

昭和庁舎総合窓口センター ………… 855-5110

産業課…………………………… 855-5120

建設課…………………………… 855-5118

都市整備課……………………… 855-5119

下水道課………………………… 855-5121

水道課…………………………… 855-5123

議会事務局……………………… 855-5124

農業委員会事務局……………… 855-5122

市役所の電話番号（市外局番018）�ご用の方は、担当課への直通電話をご利用ください。

潟上市役所天王庁舎
総務課 ………………………… 878-9801

税務課 ………………………… 878-9803

収納課…………………………… 878-9804

総合政策課……………………… 878-9802

財政課…………………………… 878-9805

天王庁舎総合窓口センター ………… 878-9806

会計課…………………………… 878-9808
潟上市役所昭和庁舎
社会福祉課……………………… 855-5112

潟上市役所飯田川庁舎

市民課…………………………… 877-7801

生活環境課……………………… 877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター ………… 877-7800

総務学事課……………………… 877-7803

幼児教育課……………………… 877-7804

生涯学習課……………………… 877-7805

スポーツ振興課 ………………… 877-7806

国体事務局……………………… 877-7807

潟上市役所追分出張所 …………�873-5672

人事院及び厚生労働省では、広く一般から労働基準監督官
にふさわしい人材を募集します。
受験資格�
１．昭和52年４月２日～昭和60年４月１日生まれの方
２．昭和60年４月２日以降生まれの方で次に掲げるもの
(1)大学を卒業した方及び平成19年３月までに大学を卒業
する見込みの方

(2)人事院が(1)に掲げる方と同等の資格があると認める方
第１次試験�６月11日（日）、秋田大学一般教育２号館（予定）
申 込 受 付�４月３日（月）～４月14日（金）までに申込書を

できるだけ郵送（配達記録、14日消印有効）で
提出してください。持参する場合は受付時間
９時～17時（土・日曜日は除く）です。

試験申込先�希望する第1次試験地に対応する労働局へ
お問い合わせは…
〒010－0951 秋田市山王7丁目1－3（秋田合同庁舎）

秋田労働局総務部総務課人事係（�862－6681）

若年者の方を対象に専門学校等での座学訓練と企業での職
場実習を組み合わせて実施し、関連資格の取得と実践的スキ
ルの習得を目指す新しい公共職業訓練です。
対象者�原則35歳未満の求職者で、管轄する公共職業安定

所長の指示・推薦を受けることができる方
受講料�無　料（テキスト代実費）
コース名�情報ビジネス実務科、情報事務実務科、ビジネ

スプレゼン実務科、医療事務実務科、介護サー
ビス実務科、建築ＣＡＤ実務科、建築・機械Ｃ
ＡＤ実務科（地区によって設定されていないコ
ースもあります）

お問い合わせは…最寄りのハローワーク、または雇用・能力
開発機構秋田センター（�836－3187）

臨時職員（保健師）を募集します！

教育委員会「臨時職員」を募集します

「飯田川老人いこいの家」管理人を募集

「労働基準監督官」採用試験を実施

「若年者就職促進訓練」受講生募集

水道課では、平成18年４月１日（土）から土・日曜日、祝
日、平日時間外での水道の開閉栓作業を行いません。
水道の使用開始・中止を申し込みする際は、3日前までに

水道課にお知らせくださるようお願いします。
天王地区において冬期間中に検針できなかった場合の水道

料金につきましては、２月分と３月分は推定料金（前３カ月
使用水量の平均）での請求となり、４月検針時での精算とな
ります。
なお、昭和、飯田川地区においては、３月・４月検針時で

の精算となります。
お問い合わせは…潟上市水道課(�855－5123)

水道課からのお知らせ
水道の使用開始・中止は３日前までに



人事院では、平成18年度国家公務員採用試験（�・�・�
種試験）を次により実施します。

なお、申込用紙の請求や受験資格等の詳しい内容について
は、人事院ＨＰまたは下記までお問い合わせください。
人事院東北事務局・第二課試験係（�022－221－2022）
ホームページ〔http://www.jinji.go.jp/touhoku/〕

仙台国税局では、地元の大学に通っている方、首都圏から
Ｕターンして公務員を目指す方など、東北の風土に慣れ親し
んだバイタリティあふれる職員を募集しています。
今回の募集する試験内容は、大学卒業程度の「国税専門官」
です。
受験資格�
１．昭和54年４月２日から昭和60年４月１日生まれの方
２．昭和60年４月２日以降生まれの方で次に掲げるもの
（1）大学を卒業した者及び平成19年３月までに大学を卒

業する見込みの方
（2）人事院が(1)に掲げる方と同等の資格があると認める方
申込受付�４月３日（月）から４月14日（金）まで
試験日・試験内容�
第1次試験（教養試験・専門試験）６月11日（日）
第2次試験（人物試験・身体検査）７月24日（月）から27日
（木）のいずれか指定する日
申込書請求�最寄りの税務署、仙台国税局人事第二課また

は人事院東北事務局
お問い合わせは…仙台国税局人事第二課

（�022－263－1111）
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情報
ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp

くらしの
くらしの

国家公務員採用試験を実施します

税務職員募集（大学卒業程度）

informationinformation

「グランパスくらかけ（天王多目的健康広場）」と「飯田
川二荒山グラウンドゴルフ場」が、４月１日（土）からオー
プンする予定です。
グラウンドゴルフ愛好者はじめ、健康づくりや仲間との親

睦の場として、ぜひご利用ください。なお、天候によってオ
ープン日時が変更になる場合があります。
開場時間�９時～17時(６月～９月末まで９時～19時）
休 場 日�毎週月曜日（ただし、月曜日が祝日の場合、そ

の翌日が休場日になります）
利用料金�グラウンドゴルフ(1日） 大人　200円

子供　100円
お問い合わせは…天王総合体育館（�878－3232）

スポーツ振興課（�877－7806）

昭和公民館では、60歳以上の方を対象に毎月１回、講座を
行っています。講話のほか、年２回の日帰り研修や健康教室
など、内容は盛りだくさんです。話を聴いて、笑って楽しい
１日を過ごしませんか？
入学を希望する方は、昭和公民館までお申し込みください。
学　費�年間6,000円

入学式・卒業式・研修旅費は別途かかります。
お申込み・お問い合わせは…

潟上市昭和公民館（�855－5130） 市では、市営住宅の申込みを随時受付しています。
市営住宅が空室となり次第、抽選を行いますので、ご希望

の方は都市整備課へお申込みください。
現在、次の住宅（団地）に空室があります。
①天王地区　塩口北野団地　５戸
②昭和地区　竜毛団地　　　１戸
申込み締切りは３月24日（金）までです。申込者数が空室

数より多い場合は、３月末に抽選を行います。また、単身者
の入居申込資格が４月から法改正により60歳以上に変わりま
すのでご留意ください。
お問い合わせは…潟上市都市整備課（�855－5119）

『市営住宅』入居申込みを受付けます

▲グランパスくらかけ ▲二荒山グラウンドゴルフ場

�種試験
（大学卒業程度）

試験名

４月３日（月）～４月10日（月）

受付期間（最終日消印有効）

４月30日（日）

第1次試験日

４月14日（金）～４月25日（火） ６月18日（日）

６月20日（火）～６月27日（火） ９月３日（日）

�種試験
（大学卒業程度）

�種試験
（高校卒業程度）

天王温泉くらら
3月27日（月）は平常通り営業します！
天王温泉くららの定休日は「毎月第２・第４月曜日」です

が、３月27日（月）は年度末のため平常通り営業します。
温泉でゆっくりとリラックスし、日頃の疲れを癒してくだ

さい。市民みなさんのご来館をお待ちしています。
お問い合わせは…天王温泉くらら（�878－9877）

高齢者学級『湖南大学』入学者募集

天王・飯田川グラウンドゴルフ場

4月1日オープン予定
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

▲大人の部で入賞されたみなさん

▲活力ある地域づくりをめざして

▲子供の部で入賞した子どもたち、ヤッタネ！

３月５日、潟上市凧の会（会長 菅原誠一）が主催する第１回潟上市

凧あげ大会・東日本凧フェスティバル２００６が、大久保小学校南側

農道で開催されました。

大会は、市内の親子をはじめ、青森県・山形県、能代・横手・由利

本荘市などの県内外からの凧愛好家、約100人が凧あげに参加。会場

は、家族や見学者が多く訪れ、大凧、子凧などの手作り凧が大空に舞

い、見学者から多くの歓声があがりました。

当日は、強い風と小雨模様の悪コンデション。大空に舞いあがる凧、

上手くあがれずにグルグルと回転する凧もありましたが、ベテラン凧

師たちの協力により、参加者たちは寒さを忘れて凧あげに熱中してい

ました。このほか、昭和愛馬会（代表 菅原勝昭）による「馬車体験」

が行われ、親子や子どもたちに大変喜ばれました。

審査の結果、子供の部では、奈良篤司くん（昭和船橋町内）。大人の

部では佐藤健さん（横手市）が、見事潟上市長賞に輝きました。

二
月
二
十
六
日
、
天
王
地
区

自
治
会
長
連
絡
協
議
会
（
会
長

伊
藤
金
政
）
が
主
催
す
る
『
自

治
会
（
町
内
会
）
役
員
研
修
会
』

が
、
潟
上
市
図
書
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
天
王
地
区
四

十
八
自
治
会
（
町
内
会
）
で
構

成
し
、
昨
年
九
月
に
発
足
。
自

治
会
長
の
連
携
と
親
睦
を
深

め
、
地
域
の
活
性
化
と
住
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。

研
修
会
に
は
、
各
自
治
会
の

役
員
な
ど
約
百
十
人
が
参
加
。

は
じ
め
に
伊
藤
会
長
が
「
こ
れ

か
ら
の
地
域
社
会
で
は
住
民
が

主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
が

大
切
で
あ
り
、『
そ
こ
に
暮
ら

す
住
民
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

自
分
た
ち
の
手
で
行
う
』
こ
と

が
住
民
自
治
の
原
点
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
住
民
自
治
を
育

み
な
が
ら
、
他
地
区
と
の
交
流

を
図
り
、
地
域
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、「
新
市
誕
生
後
の

地
域
交
流
と
地
域
社
会
づ
く

り
」
と
題
し
て
前
能
代
市
教
育

長
の
野
中
和
郎
氏
が
講
話
。
氏

の
行
政
経
験
や
県
内
外
の
市
町

村
の
地
域
づ
く
り
で
の
取
り
組

み
な
ど
を
事
例
に
挙
げ
、
そ
の

中
で
「
全
国
的
に
市
町
村
合
併

が
進
展
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
行
政
運
営
の
効

率
性
と
住
民
意
識
の
改
革
が
重

要
に
な
る
。
自
分
た
ち
の
地
域

を
知
り
、
他
の
地
域
と
積
極
的

に
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

良
さ
や
課
題
な
ど
が
見
え
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
は

ず
」
と
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
合
併
一
周
年
を

迎
え
た
市
政
の
現
状
と
課
題
」

と
題
し
て
、
石
川
光
男
市
長
が

市
政
の
現
状
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

参
加
者
ら
は
、
地
域
問
題
な

ど
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見
交

換
を
交
わ
し
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

▲「地域の活性化にはアイデアと地域の特色を
生かすことが大切」と野中和郎氏


